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遺伝研30年

田　島　弥太郎＊

　国立遺伝学研究所は本年6月1日をもって創立30周年を迎える。10年ひと

昔というが，すでに三昔も経過して，当時大学を卒業したばかりで入所した

新進気鋭の研究者もやがて53，4才に違する。まして創立当時幹部として指導

的役割を果たされた先生違や，設立のために努力していただいた官公庁の関

係者は，すでに停年退職されて，当時の事情を知る人はごく少数になってし

まった。創立当時三長老と言われた小熊揮所長，田中農麿先生，駒井卓先生

はすでになく，また当所の創股に，建設に精魂を傾けられた竹中要，松村清

二両先生も他界されて，当時の理想や抱負をうかがう術もない。

　今のうちに，できる限りの記録を集め，後の世代に残す努力をしないと，

創立当時の理想や情勢，期待などは永久に忘れ去られてしまうであろう。ま

た30年の経験を経た今こそ，所員一同思いを新にして，今後めざ†ぺき方向

を検討し，確立すべき時期ではないだろうか。

　このような意味で，創立30年を配念して，関係各位に創立当時の思い出を

執筆願い，配録として後世に残すことを針画した。温故知斬とは普も今も変

らぬ名訓である。

　当所が股立された昭和24年当時は，戦後の社会的不安も，ようやくおさま

りかけ，経済再建，文化国家建股という大目標が，国民にも政府にも強く意

織されるようになった時代である。この噂にあたり，遺伝学の振真を通じて，

　　●国立遺伝学研寵所所長
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産業，食糧の危機を救い，民族資質の向上を期したいという強い要望が，わ

が国遺伝学者の間にみなぎった。そして国立遺伝学研究所設立の必要性を議

会や政府に向って力強く訴えた。この要望が政府を動かし，GHQを説得し

て，ついに当所設立が実現したものである。日本遺伝学会を中心として，わ

れわれの先輩達がはらった労苦はなみ大抵のものではなかったであろう。

　昭和15年の遺伝学会大会決議に始まったこの運動は一時戦争のために中断

したが，終戦とともに再び燃え上り，昭和24年ようやく設立を見るに至った

もので，この当時の記録は当時文部省科学官として，この衝にあたられた宮

山平八郎氏や国立遺伝学研究所設立事務を担当された竹中要氏によって詳し

く書き残されているので，ここには繰り返さないL，

　ただここに是非とも轡き残して置きたいことは，当時・日本の遺伝学者が，

こぞって当所の設立を熱望され，支援を惜しまなか’）たことである。当時は

まだ日本学術会議は存在せず，日本学術振興会内に設けられていた第4特別

委員会を舞台として，設立さるべき研究所の性格や構成についての臓論が行

われたわけである。

　その結果新設の研究所は特定の大学に付置せず，文部省直轄研究所とする

ことが，最終的に決った。これは後に日本学術会搬が共同利用研究所構想を

打ち出したことと全く軌を一一・一にする。

　このことはまず第一iに特定の大学の影響，いわゆる学閥の弊を排除し，広

い範囲から能力本位で研究者を集められるという点で大きなメリットであ・・

た。しかし直轄研には大学と離れてそれなりに制度hの制約があり，後にさ

まざまな支障を生むことになったことも事実である，，特に後継者の養成とい

う点では大きな矛盾をかかえた。しかし，研究所の体制として新例を開いた

もので，画期的な構想であった。

　遺伝研設立の第二の特色は，互いに専門分野を異にする研究者達が協力し

て新らしい問題に取組める体制を整えたことである。遺伝学の進歩と分化は

　　　　　　　　　　　　　　　一（2｝一



いちじるしく，同じ遺伝学者と言っても専門が異るとまるで事情がわからな

い。また物理学や化学の知識なしでは取組んで行けない問題が多々ある。

　「遺伝学は自然科学界においては原子物理学とならんだ若い学問でありま

して，しかも短期間のうちに驚くべき進歩をとげた学問であります。その上

扱うものが複雑なる生活現象であるので，その学問究明には，単なる生物学

的方法の他に，数学，物理学および化学の方面から歩調を併せて行くことが，

絶対不可欠となってきたのであります。したがってこれら自然科学における

知能が一一・堂に集められれば，その総合された中心に遺伝現象を置くことによ

って，恐らく飛躍的に兇事な成績が挙げられると信じます。」創立5周年記念

式における祝辞の中で，小熊所畏はこう語られている。この考え方は後に当

所の人事に着々と反映された。

　ところで研究所の人事であるが，研究第1部長に田中義麿先生（九大名誉

教授），研究第2部畏は小熊桿所畏（北大名誉教授）が兼任，研究第3部長に

駒井卓先生（京大名誉教授）を配置されるという超弩級の編成で，ほかに兼

職研究員として京大教授木原均先生，東大教授篠遠喜人先生，北大教授牧野

佐：郎先生を擁して，当時の日本におけるベストメンバーを網羅する陣容で

あった。木原先生（創立25周年記念露ま）によると，第4特別委員会時代に，

もし遺伝研が必要とあれば，委員は誰も現職を捨てて遺伝研に行くという約

束をしていたとの事である。

　このメンバーに配する第二陣は竹中嬰，酒井寛一，辻田光雄，古里和夫（い

ずれも室長）という陣容であった。また当時の研究員には遠藤徹，木村資生，

宮沢明諸氏の名が兄える。最初の4年間は3研究部門に据え置かれたが，こ

の間に研究室を増設して，林孝三，吉田俊秀，松村清：の膳氏が参加した。

第5年目生化学，第6年目応用，第7年目には変異遺伝部の設置が認められ

て，しだいに郁門も充実を見るようになった。

　ここで創立の大任を果たされた小熊所長が退任され，昭和30年10月1日木
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原均先生が第2代所長に就任された。次いで田中，駒井両部長が翌年11月退

任され，そのあとの部長に筆者と大島長造博士とが任命されたわけである。

筆者の発令は31年12月，大島部長は半年程遅れて32年5月であった。三長老

の退職によって遺伝研は創設期から第二期に入った。

　この頃当所では新らしい体制作りのために部室の編成替えを頻繁に行った。

後に文化勲章に輝く木村資生博士などは最初は研究第2部（細胞遺伝）の小

熊研究室，次いで生理遺伝部第3研究室（酒井）に移り，室畏に昇進して形

質遺伝部第2研究室畏，さらに人類遺伝部第2研究室長，昭和39年集団遺伝

部の新設と共に部長に就任されるまで，実に目ぐるましく所属が変っている。

この間木村博士の研究は終止一貫集団遺伝学の理論の研究を続けられた訳で

あるが，所属は所内の体制整備hの都合から転々としたわけである。このこ

とからも窺われるように，当時はよりよい体制作りのために管理者も資任者

も柔軟に対応した。しかしその後はしだいに動きがにぶくなり，柔軟性を喪

失してきたように思われる。このことは一一　一一種の老化症状とも兄られるのでは

ないだろうか。

　第二世代の先陣をつとめた筆者はすでに第一一線を離れ，大勘長造博1：もま

た本年3月停年退職された。遺伝研もいよいよ第三世代に人ったわけである。

　次に記しておきたいのは創設期の指導者達の日がひろく世界に向って闇か

れていたことである。小熊初代所畏は言うまでもなく，駒井卓先生は若い研

究者を海外留学に送り出す努力を惜しまれなかったし，木原均先生は海外か

ら多くのすぐれた学者を招へいすることに格別な怖熱を傾けられた。このた

め著名な学者が相ついで三島を訪ねられた。

　このようなことからロックフェラー財団から，イネの研究，放射線遺伝の

研究，人類遺伝の研究などに相ついで多額の研究費が援助された。当時まだ

国の経済事情が思わしくない時代に，この扱助が研究推進1：大きな力となっ

た。このことは30年の歴史の中でも特筆に値する。
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　木原所長が昭和44年3月退任された後，森脇大五郎博士を第3代所長に迎

えた。先生は爾来6年間当所発展のために文字通り精励されたが，最も苦心

されたのは古典遺伝学に根をおろした当所の研究陣を近代遺伝学の流れの中

でどのように性格づけて行くかという点にあったと思う。遺伝学の全分野に

わたって総合的な発展をはかろうと言うのが先生のお考えであった。10研究

部門を完成された止に遺伝実験生物保存研究施設を加えられ，また構内諸設

備にも細かく配慮されて今日兇られるような遺伝研を完成された。

　このようにして当所は多くの人の善意と支持によって順調な発展をとげ，

今日では堂々たる研究所に成畏した。しかし相つぐ行政整理による定員削減

のため既に10数名の定員を吐き出し，何年たっても定数が100名の椎を越せ

ない。人数の多いことが必らずしも研究所の価値を決めるものではないが，

部門あたりの研究者数が少なくては思うように研究成果をあげることができ

ないことは爵うまでもない。定員削減によってあいた大穴を何としてでもう

めたいという念願は，研究体制整備問題と共に，昼も夜も筆者の脳裏を離れ

るH，？がないo

　それはともかく，当所が日本遺伝学会の人きな期待をもって創設されて30

年を経過した、，その間文部省を始めとする官公庁の多数の関係者から熱賊あ

ふれる御支援を得て今日見るような姿に発展した。胤移り，人変って，今日

では創立当時の関係村の抱負や願望の拝細を知る人は少い。この機会に改め

て創立i1‘時の苦心の税をしのび，先輩鰭氏に感謝を捧げたい。さらにわれら

　・同心を新にして，今後・層の努力をここに誓いたいと思う。
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1．研究所創設の思い出

1．国立遺伝学研究所の設立に関係して

茅 誠　司
◎

　昭和23隼8月31日に私は東京大学軟授と併任で文部省の科学教青局長に任

命された。これは当時の片山内闇の森戸辰男文部大臣から学術研寛会績会長

の亀山直人氏に科学軟冑局長を推蘭するようにとの依頼があったからで，私

がこの会織の幹亭の1人であった閥係上描膚されるようになった訳であ6。

二れからの9ヶ月間、私はこの職に留ったが，この間に国立遺伝学研究所が

雛魔の末，魔声をあげた訳である。

　もともと私は昭和5年から昭和18隼まで北海道大学理学部に勘務しでいた

ので小鮒撃博士とは親交があり，23年4月に小熊先生は北海道大学を定年過

職され，小田原に住まわれることになったが，日本全国の遺伝学宿の念願で

ある国立遺伝学研究所設立の件はある！魔度まで知っτいた。殊‘二22年8月に

片山総理を囲んでの会合で，＊原博士が「二の種子無し西瓜は遺伝学研寅の

成果として得られたものです●◇私はこの西瓜を真っ二つに割りま†が，も

しこの中に稽子があったら，私は二の西瓜の皮で腹を掻切っτ自殺いたしま

†。Jとジ■一クの中にも軽い決意を表明8れると，片山総環は「何とか稽子

がありませんように．Jと切り返されたエピソードを聞いTいる．

　このような全国の遺伝学右の熱意力増じて既に国立遺伝学研寛所の般置が

正式に衆織院及び参織院で陪決されτいた．しかしその寅現までには様々な

　●刊50竃京■験替区梓富繭9r8←16D●士蘭舎廊　也時文部●榊肱宵局長
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故障が続出した。

　その主な点は大体次の3点である。

　（1）日本全国の大学での遺伝学研究に力を置くべきか。また1つの国立研

究所に力を入れるべきか。

　（2）研究所が大学を離れて遠い位置にいて果たしてよい結果が得られるだ

ろうか。誰にも利用されずに終わる心配はないか。

　（3）特に農林省などの遺伝の基礎研究と重複する心配はないか。

　これらの問題が論議されている最中に私は清水勤二氏に替わって科学教育

局長に任命されたのであるが，私にとって非常に有り難かったことは，研究

助成課長の中西勝治氏が東京高等工業学校の電気科，東北大学理学部の物理

学科で共にクラスメートとして学んだ仲であったことである。

　また総司令部では科学技術副部畏のHarry　C．Ke‖y　nv　－t：と極めて眺懇な

間柄であったことである。ケリー博士は，昭和21年初めに来llされたが，実

は米国の科学学士院の院長ジュエット博士の人選によったものである。終戦

直後，米兵が理化学研究所の仁科芳雄先生の実験室に来て，艶8設中のサイク

ロトロンを解体し，海中に投棄したという事件は，大砲とサイクロトVンの

区別を知らぬ米兵から日本の科学を守らねばならないという世論を米国の科

学者の間に巻き起こした。その結果ジュエット博士は当時M．1．Tの輻射研

究所の研究員であったケリー氏をrl本に送ったと菖われている。

　ケリー博士は日本に到蔚して，文部省その他の官庁の役人を通じて日本の

研究者と接触するよりは，直接に各専門分野の研究者と接触したいという意

向を持っておられたので．理・工・農・医等の学者が白発的にリエーソン・

グループを結成した。私は理学方面のScience　L込ison　Group（略称S・

L．）の代表を務め，しばしばケリー博士と接触していたのである。

　ケリー博士は日本の科学研究に対する司令部の方針として次のように語っ

ておられた。　「日本の教育は米国から三流の教育者がやってきて根本から変

一2一



革してしまったが科学研究では決してそのような轍は踏まない。日本の科学

研究者自身の考えに基づいて変えるぺきものは変えたいdこれが戦前の学士

院、学術研究会繊，学術振興会という三本立ての体制を学術会膿一本にまと

め，学士院，学術振興会もこの中に組み入れるという結果になった訳である。

　私が遺伝学研究所の股立についてケリー博士と接触した限りでは，この研

究所を日本中の遺伝学者の総意に基づいて静岡県の三島に般立することに初

めから賛意を表しておられたので，文部省科学敬青局はすっかり安心してし

まっていた。ただ土地の聞題については，地元の方々の了解を得る必要があ

るとのことで，三島神社の傍らにあった料理魔に地元の方々を招いてお願い

をした記憶がある。

　ところが司令部での二の方面の専門富であるヘンシ■ウ博士、プレッチ博

士は依然としてこの研究所を三島に作る二とには懐疑的で，なかなか同意が

得られなかったし，また農林省方面でも，農林省で行う遺伝学の基礎研寛に

支障を来たさないという条件の下でのみ、この設立を認めてもよいというか

なり消極的な態度であった●

　しかし遺伝学者の帖りは強く，幻年10月の高野山で開かれた日本遺伝学会

第20回大会では，その決蹴としての研寅所の般立が要賃されたeそのような

状勢によって昭和箆年度の予算で三島の土地は購入†6二とがで9たが，昭

和別年度になって，この研寅所の設立が文部省設■油案となっτ国金に提出

され・る二とになった●

　そこで私は二の研寛所設立に閥して，叙年の4月に司令郎C：ル■4ス氏を

肪ね脱明したと二うが，同氏は司令部の科学披術部の了解が得6れτい6か

どうかについて質間したので，ケリー博士から同意の酋鋸をもらっていると

言ったところ、「何か書いたものがあるかdとの二となので、そんなものはも

らっていないと答えたと二ろ，ルーミス氏は即廠に「Y卯ar●too　opt㎞ト

8tiCJと禽って取り付く島もなかった。不●にしτそのN，Yケリー博士は一時米
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ill　i

1

1

11

国に帰っておられたのである。

　この期に及んで研究所の設立を断念するなどとは到底考えられないが，こ

れでは責任をとって辞めるよりほかないと覚悟した次第だった。

　しかしケリー博士はそれから間もなく帰任されたので，この問題はあっと

思う間に解決され，ルーミス氏と文部次官との昭和24年5月5日の会見で正

式に許可されたという次第である。

　私は昭和24年5月末に科学教育局が大学学術局と改まった機会に辞任して，

東京大学にもどった。在任わずか9ヶ月だったが，私以後文部省が大学教授

を局長に任命しなくなったのは，よほど私に懲りたためだと思う。

ケリー博±はやはりこの年辞めて米国に帰られた。その後は米国科学財団、

ノースカロライナ大学プロポースト等を務められたが，ケネディー池田会

談によって発足した日米科学協力会膿の米国側議畏として大きい功績を立て

られ，1950年日本政府は博十に勲二等瑞宝賞を贈ってその功に応えた。

　ケリー博士はその生涯に渡って日本の科学者の面倒をみてドさった。私は

渡米する毎に博士のお宅にとめて頂いたし、また私の息f・　2人が米国に留学

した時は「私を米国での父と思えdとまで言って下さった。

　しかるに1976年2月2日，夫人が夕食の仕度をしておられる最中に卒然と

してベッドの中で患を引きとってしまわれた。まだ67才の若さであった。博

士の最も親しかった故仁科芳雄先生の関係者たちはアイリン夫人と相諫して，

1977年の8月に多摩墓地の先生の墓にケリー一博1：の分骨を埋葬したが，その

最中に東京では珍しいカッコーの声が高く響いた。遺伝学研究所の方々も・

度是非この墓に詣でて頂きたい。
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2．国 顧 随 オ目

パc、

岡　野 澄＊

　田島所長から御丁寧な御依頼がありましたが，往事荘々として正確を期し

難く，その任ではありません。ただ，田島先生から何の感想でもよいからと

のことでありますので，感ずるところを述ぺ，責をふさぐ次篇です。

　私は，終戦直後昭和21隼頃から早くも開始された国立遺伝学研究所設立の

要薗やその推進のための運動等の生みの悩みには，直接深く閥与しなかった。

当時私は文部省科学教青局の文部事務官（旧制）として，学術研究会鐵事務

官を兼任しており，21年3月，帝国学士院，学術研究会膿，日本学術搬輿会

の3団体の改組問題に端を発し，24年1月，日本学術会膿の成立をもって幕

を閉ぢた戦後の学術体制刷新の問題に事務の責任者として取り組み，3年近

くの間寧日なく過していたからである。そして，その仕事を宛了する前後か

ら句遺伝研創般の粟務に直接携る二とになったのである●

　ところで，幽時は占領行政下であった。連合軍総司令郁は簡槽続治の方式

をとったが．それでも日本政府は，その承認なくしτは行政事務を斑仔†6

二とは許されなかった・遺伝研の設立が簡単でなかったのは宙まさしく壱の

ためであった．すなわち，総葡令部内で民聞情報教宵局（二れが文郁省およ

び教冑行政を管理しτいた」以外に，ぱ済科学局や天然資灘局がこの聞■に

閥与し，特に農林省を管瑠しtrいたヲξ然資源局から櫨い反対があったからで

ある。二の困胞な操咀は，最終的には夢絃珂博士の手によっτ解決魯れ食●

同博士は，23隼9月から別年5月虫での9ヶ周間，東大教授を併任のtま，

文部省科学教冑局長に就任されτいた。岡博士は，幽時繕済科学周科学技術

部次長のケリー博士とSわめて親しく，両博士は漂い友情をもって紬ばれ，

　　■　甲193八ヨ…轡市椚田町1認か2，東京工扇高棒樽門学捜畳，崩蹄文郁嘗学廟埠長
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ケリー博士は茅博士に全幅の信頼を寄せていた。そうした関係から，ケリー

博士は，茅局長の遺伝研設立についての要望を全面的に応援し，最も強硬な

反対論者，天然資源局のレナード博士を説得してくれたのである。もし，あ

の時期に茅博士が文部省の局長の地位にいなかったら，この問題はさらに混

迷を続け，容易ならざる事態に陥ったと思われる。この意味で，茅博士は，

遺伝研の誕生には余人をもって替え難い有難い存在であったと言えよう。国

立大学附属研究所の目的として，通常単に「………に関する学理及びその応

用の研究」と掲げられているのに，遺伝研のそれは，「………学理の総合的研

究およびその応用の基礎的研究」と神経質に規定されているのは1｛玲部との

折衝の痕跡である。

　遺伝研とともに，24年に発足した文部省所轄の研究所は，ほかに国立教育

研究所と国立国語研究所の2つがある。前者は，教育研修所（前身は国民精

神文化研究所）を転換したものであり，後者は，司令部の民間情報教育局の

要請に近い強い支持があって，単行の法律に基づいて投立された。これに対

し，既存の各省の試験研究機関の廃止統合が行われていたさなかに，純学術

研究機関たる遺伝研が金くさら地に創設されたことは，偉とするに足りる。

それには遺伝学会を中心とする関係者の熱心な運動に負うところが多いが，

たまたま小熊揮，駒井卓。田中義腐の3教授が22年度末をもってそれぞれ北

大，京大，九大を停年退官されることになり，この3人の碩学がそろって斬

研究所に参加するということも，遺伝研を特定の大学に附置せず国立として

構想する理由ずけの一つとなり，またその実現の努力に拍阜をかける要因と

もなった。さらに，木原均博士が23年6月，ストックホルムで開かれた第8

回国際遺伝学会に招かれて渡航されたことも忘れてはなるまL㌔これは，占

領治下，わが国の学者が渡航を許された第1号であったと肥憶する。各国の

学者は，木原博士のすぐれた小麦の細胞遺伝学の研究に情報の杜絶していた

戦争をはさんだ時期にどのように進展したか，大きな関心を寄せ，少しでも
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